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（1） 吉野川分水
1 　奈良盆地の中にもダムが？
　奈良盆地を流れる大和川には，いろいろ
な所に用水路に水を取り入れるゴムででき
た「ファブリダム」という井せきがつくら

れています。これは，吉野川の水を大和川に送る吉
よし

野
の

川
がわ

分
ぶん

水
すい

の仕事の一つとしてつくられました。
2 　吉野川分水は奈良盆地の悲

ひ

願
がん

　奈良盆地を流れる大和川の水は少なく，田畑に入
れる水のほとんどを１万こ以上あったといわれるた
め池にたよっていました。「大

やま と

和豊
ほう

年
ねん

米
こめ

食
く

わず」と
いわれるぐらい，水不足で苦しんでいました。南を
流れる豊かな吉野川の水も引けないものかというこ
とは奈良盆地の農民の夢

ゆめ

でした。今から約 300年前，
江戸時代の御

ご

所
せ

市
し

長
なが

柄
ら

の庄
しょう

屋
や

高橋佐助など，様々な
人が吉野川の水を奈良盆地に引こうと計画しました。
　しかし，吉野川の水は，和歌山の人にも大切な水
だったのです。和歌山の人は吉野川の水が多い時に
は洪水に，少ない時には干ばつに苦しんできました。
と中で奈良盆地に水を取られると，今度は和歌山が
水不足になってしまいます。
　このことから，吉野川分水は，奈良盆地とともに
和歌山平野の水不足をも解決する総合計画でなけれ
ば実
じつ

現
げん

しないということになったのです。

3 　悲願をかなえる猿
さる

谷
たに

ダム

1949（昭和 24）年「十
と

津
つ

川
かわ

・紀
き

の川総
そう

合
ごう

開
かい

発
はつ

計

画」は，大和川・紀伊両平野の農業用水不足を

なくすだけでなく，水力発電や上水道用水，工

業用水を送るという計画にするということで話

し合いがまとまりました。1957（昭和 32）年に，
まず十津川の猿谷ダムが完成し，南へ流れるは

ずの水が北の吉野川に流れるようになりました。

これで奈良盆地へ吉野川分水が送られると，和

歌山県に来る水がへってしまうという心配がな

くなりました。

4 　干ばつがなくなる

　奈良盆地の大和川には，

６月２日から９月 20日ま
で，吉野川分水が流されま

す。農家の人は，１年に田
１反

たん

あたり 4000円を支払
えば，必要な水を田に入れ

ることができます。吉野川

分水が来るようになって，

奈良盆地では，干ばつにな

ることがなくなりました。

　和歌山県でも，西吉野頭
とう

首
しゅ

工
こう

から水を入れ，農業用

水と工業用水に水を利用し，

農業や工業の発展につなが

っています。
猿谷ダム（五條市）▶

▲東西分水工（御所市）

▲水のとり入れ口がある
　下
しも

渕
ぶち

頭
とう

首
しゅ

工
こう

（大淀町）

▲ 1929（昭和４）年４月
　大阪毎日新聞

▲天理市前
せん

栽
ざい

町のファブリダム

大和豊年米食わず
　大和で米が豊年であれば
他の地域では雨が多すぎ，
他の地域が豊年なら大和は
干ばつで苦しむという，大
和の農業用水不足を言い表
した言葉。

一
いっ

反
たん

田畑の広さで，1000m2，
300坪の広さをいう。

　大和平野土地改良区
は，工事の後，農家の
分担金で，ダムや工事
の借金を返したり，下

しも

渕
ふち

頭
とう

首
しゅ

工
こう

からの取
しゅ

水
すい

の
仕事をしたり様々な設

せつ

備
び

の修
しゅう

理
り

をしたりして
います。
　みなさんの町には，
吉野川分水の水はどこ
を流れていますか。
調べてみて
くださいね。くださいね。

＊土地の面積の単
たん

位
い

１反
たん

＝300坪
つぼ

＝約991.7m2
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大和川のまわりで生
せい

産
さん

されるおもな農
のう

産
さん

物
ぶつ

できた野菜や

くだものは，

大
おお

阪
さか

市や京
きょう

都
と

市

などの人口の

多い都
と

市
し

に

送られているよ。

2 　大和川と大阪わんの漁業

　大阪わんでは，タコやチ

ヌ（クロダイ）が名
めい

物
ぶつ

です。

　大和川河
か

口
こう

には貝がわい

てくるぐらいたくさんいて，

ヤマトシジミやアサリが有

名でした。堤
てい

防
ぼう

の下で舟を

借り，川のまん中にこいで

行き，魚を釣って楽しむ人

もたくさんいました。大浜の海岸には潮
しお

干
ひ

狩
が

りのお

客がたくさん来ました。

　堺市の海岸はとてもきれいで，水
すい

族
ぞく

館
かん

や潮
しお

湯
ゆ

（海

水をわかしたおふろ），魚料理の旅
りょ

館
かん

がたちならん

で，にぎやかでした。1960年代に，堺・泉
せん

北
ぼく

臨
りん

海
かい

工
こう

業
ぎょう

地
ち

のために海が埋
う

められ，大和川の水質が悪くな

り，大阪わんは昔ほどゆたかな漁
ぎょ

場
じょう

ではなくなりま

した。しかし，漁師さんたちは，「魚の子どもは河

口で育つ。川と海がきれいになれば，魚がもっとふ

える」と努
ど

力
りょく

を続
つづ

けて来られました。

　よみがえりつつある海に魚がもどっています。河

口ではウナギの稚
ち

魚
ぎょ

（卵からかえ

った小さな魚）がたくさんとれ，

静
しず

岡
おか

県
けん

浜
はま

名
な

湖
こ

に送られています。

　土曜日と日曜日，大阪わんでと

れた新せんなタコやアナゴ，サザ

エやエビ，シャコのお店や屋台が

ならぶ「とれとれ市」が人気です。

▲  1960（昭和 35）年，
堺市三

さん

宝
ぼう

の貸し舟

▲ 出島漁港で，お話をきかせて
　いただいた漁

りょう

師
し

の高田利夫さん

▲出島漁港・とれとれ市
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答え　イ（川のまん中は川
かわ

底
ぞこ

が深いため，川の両岸よりも水の勢
いきお

いが強いよ。）

3 　大
やま

和
と

郡
こおり

山
やま

市の金魚の養
よう

しょく

　奈
な

良
ら

県大和郡山市は，300年以
い

上
じょう

前から金

魚の生
せい

産
さん

がさかんで，日本各地に送っています。

　大和郡山市には，農
のう

業
ぎょう

用
よう

のため池が

たくさんあり，ため池に発生するミジ

ンコなどが金魚のえさにちょうどよい

などの条
じょう

件
けん

がありました。

　昔は，大和川の支
し

流
りゅう

の富
とみ

雄
お

川や佐
さ

保
ほ

川の水をため池に引きこんで，金魚を

生産していましたが，最
さい

近
きん

は，川の水

がよごれてきたことなどから，いど水

や水道の水を金魚をかう池に引いてい

ます。

　大和郡山市では，金魚の品
ひん

ぴょう会

や全国金魚すくい選
せん

手
しゅ

権
けん

大会などを開
ひら

き，市の特
とく

産
さん

物
ぶつ

としての金魚を多くの

人に知ってもらうくふうをしています。

▲▼ 金魚池

▲全国金魚すくい選手権大会

▲妙
みょう

見
けん

の滝
たき

▼は滝があるところ

（4） 修
しゅ

験
げん

道
どう

と大和川
役
えんの

小
お

角
づか

（役
えんの

行
ぎょう

者
じゃ

）と大和川の清流

　大和川の支
し

流
りゅう

の上流には，

役行者（小角）が開いたと

言われる滝の修
しゅ

行
ぎょう

場
ば

が多く

あります。千年以上過ぎた

今まで，役行者が始めた修

験道はひきつがれ，今も悟
さと

りを求め修験者がきびしい

修行に取り組んでいます。

役小角（役行者）
　修験道を始めたといわれ，
うやまい尊敬されている。全
国各地に役小角が開いたと言
われる寺や修行場がある。

　1000 年以上もの

間，大和川の源流の

滝は，修験者の修行

の場となってきたん

だね。修験者は，滝

の修行だけでなく，

山での修行も積み重

ねたようだ

よ。

ねたようだ
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